
祭り最高潮 男たちの闘い（日田祇園祭 札の辻入り）

● 日田祇園祭

● 男女が共に支える社会を目指して



港町
 

華題「小 鍛 冶」
こ   か   じ

豆田下町
 
華題「夜討曽我狩場曙」

よ うち そ  が かりばのあけぼの

中城町
 
華題「源 氏 物 語 葵 上」

げん  じ ものがたりあおいのうえ

豆田上町
 

華題「実 盛 物 語」
さね  もり  もの  がたり

  約350年前、夏の厄よけとして始まった

といわれている日田祇園。

 平成８年には、「日田祇園の曳山行事」

として国の重要無形民俗文化財に指定され、

祇園囃子の音とともに、勇壮な男衆が山鉾

を曳くその光景は、日田の暑い夏を盛り上

げる「夏の風物詩」となっている。

  今年も、７月24日・25日の２日間、日

田祇園祭が隈・竹田、豆田の両地区で開催

された。

  これに先駆けて行われた22日の日田祇

園山鉾集団顔見世では、高さ11メートル

の平成山鉾も登場し、隈・竹田、豆田両地

区と合わせて計９基の山鉾が巡行された。

 また、大和町では、約100年間使用した

山鉾を新調することになり、訪れたたくさ

んの観客に最後の晴れ姿を披露した。

ひきやま

おとこし

ひ

ばやし

男たちの熱い夏  ２０１０

日田祇園祭



川原町
 
華題「近江源氏先陣館」

おう み げん じ せんじんのやかた

三隈町
 
華題「伽羅先代萩床下ノ場」

めいぼくせんだいはぎゆかしたのば

大和町
 
華題「源平盛衰記壇ノ浦」

げんぺいせいすい き だん の うら

若宮町
 
華題「梶原平蔵石切誉」

かじ わら へい ぞう いしきりのほまれ

平成山鉾
 
華題「奥州安達原袖萩祭文」

おうしゅうあだちがはらそではぎさいもん
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市 民 広 場

空
き
店
舗
を
活
用
し
て

﹁
毎
日
成
長
し
て
い
く
野
菜
を
見
る
の
が
一
番
の
楽
し
み
﹂

 
商
店
街
の
空
き
店
舗
を
有
効
利
用
し
て
、

上
津
江
町
の
新
鮮
な
野
菜
や
加
工
品
を
販

売
す
る
﹁
津
江
ん
産
品
新
鮮
市
﹂
を
開
催

し
て
い
る
合
谷
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。

 

 

 

︱
新
鮮
市
を
始
め
た
き
っ
か
け
は
︱

 

 
以
前
は
、
ず
っ
と
上
津
江
村
役
場
で
働

い
て
い
た
の
で
す
が
、
退
職
し
て
か
ら
は
、

健
康
づ
く
り
の
た
め
に
農
業
を
始
め
て
、

い
ろ
ん
な
野
菜
を
育
て
て
き
ま
し
た
。

 

 
そ
ん
な
と
き
、
小
規
模
集
落
の
生
き
が

い
対
策
で
、
日
田
の
商
店
街
の
空
き
店
舗

を
利
用
し
た
津
江
の
物
産
市
を
や
っ
て
み

な
い
か
と
市
役
所
の
人
か
ら
話
が
あ
り
ま

し
た
。
今
ま
で
は
自
分
の
家
で
食
べ
た
り
、

親
戚
や
近
所
の
人
に
お
す
そ
分
け
し
て
い

た
野
菜
を
売
る
こ
と
に
多
少
は
悩
み
ま
し

た
が
、
地
域
の
人
た
ち
と
も
相
談
し
て 

出

店
を
決
め
ま
し
た
。
今
は
、
手
探
り
で
試

行
錯
誤
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

 
 
畑
で
は
、
小
松
菜
、
レ
タ
ス
、
唐
辛
子
、

大
葉
、
き
ゅ
う
り
、
ゴ
ー
ヤ
、
茄
子
な
ど

を
植
え
て
い
ま
す
。
新
鮮
市
に
は
、
８
品

目
く
ら
い
の
野
菜
を
出
荷
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
そ
ば
や
新
し
い
野
菜
に
も

挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

 
今
ま
で
机
に
座
っ
て
仕
事
を
し
て
き
た

私
で
す
が
、
毎
日
体
を
動
か
し
な
が
ら
、

成
長
し
て
い
く
野
菜
に
触
れ
る
の
が
と
て

も
面
白
く
、
今
の
一
番
の
楽
し
み
に
な
っ

て
い
ま
す
。

  

︱
新
鮮
市
を
開
催
す
る
上
で
の
苦
労
は
︱

  

 
新
鮮
市
は
毎
月
１
回
、
20
日
に
行
っ
て

い
ま
す
が
、
前
日
の
準
備
が
と
に
か
く
大

変
で
す
。

 

 
野
菜
の
収
穫
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
地

域
の
農
家
の
方
か
ら
集
め
た
野
菜
の
仕
分

け
や
店
に
持
っ
て
行
く
道
具
の
準
備
な
ど
、

前
日
か
ら
当
日
の
朝
に
か
け
て
は
、
毎
回

大
忙
し
で
す
。

 

 
ま
た
、
時
期
に
よ
っ
て
は
な
か
な
か
野

菜
が
集
ま
ら
ず
、
苦
労
す
る
と
き
も
あ
り

ま
す
。

  

し
か
し
、
店
に
は
朝
10
時
の
開
店
か
ら

多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
数
回
の
開
催
で
す
が
、
毎
回
来

て
く
れ
る
お
客
さ
ん
も
い
る
と
い
う
こ
と

が
、
私
に
と
っ
て
励
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

  

︱
今
後
の
活
動
は
︱

 

 
よ
り
多
く
の
人
が
野
菜
を
出
荷
す
る
よ

う
に
な
っ
て
、
地
域
の
活
性
化
の
た
め
に

も
、
新
鮮
市
を
続
け
て
い
け
る
よ
う
頑
張

り
た
い
で
す
。
生
産
者
と
消
費
者
が
話
し

な
が
ら
、
消  

費
者
の
ほ
し
い
も
の
を
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
私
個
人
も
、
無
農
薬
野
菜

な
ど
の
品
質
に
こ
だ
わ
っ
た
野
菜
作
り
を

し
て
い
き
た
い
で
す
。

 

 
人
間
に
も
野
菜
に
も
愛
情
を
持
っ
て
接

す
る
合
谷
さ
ん
。
取
材
を
通
し
て
、
そ
の

温
か
い
人
柄
を
感
じ
ま
し
た
。

 

 
こ
れ
か
ら
も
新
鮮
な
野
菜
と
笑
顔
を
、

皆
さ
ん
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

合谷さんがこだわって作る新鮮な野菜

お客さんとの触れ合いも楽しみのひとつ



5 2010.  8. 15  広報ひた

⑪

﹁
若
千
鶴
の
会
 
前
津
江
教
室
﹂︵
前
津
江
町
︶

月２回の練習で芸を磨く

若千鶴の会 前津江教室の皆さん

日
田
方
面
団
 
西
有
田
分
団

大
山
方
面
団
 
第
４
分
団

気
心
の
知
れ
た
仲
間
と
一
緒
に

 

 
若
千
鶴
の
会
前
津
江
教
室
は
、
昭
和
53

年
７
月
、
前
津
江
公
民
館
の
自
主
教
室
の

一
つ
と
し
て
始
ま
っ
た
舞
踊
グ
ル
ー
プ
で

す
。

 

 
当
時
は
、
約
20
人
の
会
員
が
い
ま
し
た

が
、
現
在
の
会
員
は
６
人
。
少
人
数
で
す

が
、
和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
中
、
楽

し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

 

 
会
員
は
、
毎
月
２
回
、
そ
れ
ぞ
れ
の
仕

事
が
終
わ
っ
て
か
ら
市
内
の
公
民
館
に
集

ま
り
、
松
本
千
鶴
香
先
生
の
指
導
の
下
、

練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
会
員
の
中
に
は
、
舞
踊
を
始
め

て
か
ら
準
師
範
の
免
状
を
取
得
し
た
人
も

い
て
、
お
互
い
に
刺
激
し
合
い
な
が
ら
芸

を
磨
き
、
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

 

 
練
習
の
成
果
は
、
川
開
き
観
光
祭
、
日

田
夏
ま
つ
り
、
天
領
ま
つ
り
の
ほ
か
、
前

津
江
町
内
で
の
ふ
る
さ
と
祭
り
、
公
民
館

で
の
行
事
な
ど
、
年
間
を
通
し
て
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
披
露
し
て
い
ま

す
。

 

 
会
員
の
佐
藤
宏
子
さ
ん
は
﹁
こ
れ
ま
で
、

福
岡
で
開
催
さ
れ
る
舞
踊
ま
つ
り
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
が
、
今
後
は
、
九
州
舞
踊

大
会
と
い
う
、
よ
り
大
き
な
大
会
を
目
指

し
て
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
ほ
か
の
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

に
も
参
加
し
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を

多
く
の
皆
さ
ん
に
見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

そ
し
て
、
体
の
許
す
か
ぎ
り
続
け
て
い
き

た
い
で
す
﹂
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

     
私
た
ち
西
有
田
分
団
は
、
毎
月
20
日

前
後
の
日
曜
日
に
、
消
防
車
の
点
検
及

び
手
入
れ
作
業
と
、
防
火
防
災
の
た
め

地
区
巡
回
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
成

果
も
あ
っ
て
、
こ
こ
10
年
で
火
災
発
生

も
４
件
で
済
ん
で
い
ま
す
。

 
ま
た
、
平
成
16
年
６
月
の
消
防
法
改

正
で
、
す
べ
て
の
住
宅
に
住
宅
用
火
災

警
報
器
等
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
私
た
ち
は
、
い
ち
早
く
全
12
町

内
の
自
治
会
長
さ
ん
と
協
議
し
、
警
報

器
の
発
注
、
取
付
け
、
消
防
署
へ
の
届

出
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

 
そ
の
ほ
か
に
も
、
今
年
の
６
月
か
ら

警
報
器
の
設
置
済
み
シ
ー
ル
を
各
家
庭

に
配
付
し
て
い
て
、
現
在
、
地
区
全
体

の
持
ち
家
で
60
％
近
く
、
う
ち
４
、
５

町
内
で
は
、
80
～
90
％
の
家
で
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
。

 
今
後
は
、
設
置
期
限
の
平
成
23
年
６

月
ま
で
に
、
す
べ
て
の
家
で
設
置
さ
れ

る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

 

 
私
た
ち
第
４
分
団
は
、
大
山
町
中
心

部
の
中
大
山
・
小
平
・
山
際
地
域
で
構

成
さ
れ
て
い
る
分
団
で
す
。

 
こ
の
３
地
域
で
は
、
こ
こ
数
十
年
、

民
家
火
災
が
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。
こ

れ
は
、
地
域
住
民
皆
さ
ん
の
防
火
意
識

が
高
い
か
ら
だ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

 
私
た
ち
は
日
ご
ろ
、
各
種
訓
練
及
び

防
災
啓
発
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま

す
が
、
近
年
は
団
員
不
足
に
苦
労
し
て

い
ま
す
。

 
今
後
も
活
動
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
は
、
若
い
意
欲
の
あ
る
団
員
が
必
要

で
す
。
い
つ
で
も
歓
迎
し
ま
す
の
で
、

気
軽
に
声
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

小型動力ポンプによる放水訓練

設置済みシールは玄関先の見えや
すい場所に貼りましょう

わ
か

ち

づ
る
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ま
ち
の

わ
だ
い

  日田市と屋久島町の友好交流協定締結一周年を記念し

て、７月13日から２泊３日の日程で屋久島観光バスツ

アーが行われた。

  ツアーには約70人の市民が参加。健康の森公園で市

の花木「さざんか」を記念植樹したほか、屋久島町民と

の交流会を行うなど親睦を深めた。また、樹齢３千年の

紀元杉や水量豊富な滝を見学するなど、世界自然遺産の

島「屋久島」の雄大な自然を満喫した。

  ７月17日、日田市民生活協同組合とコープおおいた

日田センター合同による「第16回平和のつどい」が、

パトリア日田で開催された。

  つどいでは、参加者による慰霊塔への献花、主催者か

ら遺族会、被爆者に折りづるが贈呈されたほか、小学生

による平和作文の朗読、戦争体験者による講演、ミニコ

ンサートなどが行われた。集まった約80人の参加者は、

改めて戦争の悲惨さを学び、平和への祈りを捧げた。

屋 久島の雄大な自然を満喫

平 和を祈って

  ７月15日、中津江村丸蔵地区の宮園神社で、盗賊退治

の戦勝祈願として約800年前に始まったとされる「麦餅つ

き祭」（県選択無形民族文化財）が行われた。

  小雨が降る中、保存会（猪野丹佑会長）の氏子らに加え、

中津江小学校の児童ら約30人が祭りに参加し、臼の中の

蒸した麦を、餅つき唄に合わせ樫の丸木棒で勢いよくつい

た。また、つき終わった後は丸木棒を折り、参拝人らが厄

除けとして持ち帰った。

ふ んどし姿で麦餅つき

うす

い の たんゆう

かし
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夏 本番 プールで楽しもう

三 隈川で夏の味わいを

子 どもたちに 夏の楽しい思い出を

  ７月17日、竹田公園前の三隈川河川敷に、今年で22

年目を迎える夏の風物詩「日田鮎やな場」がオープンし

た。

  日田鮎やな場は、鮎を捕る伝統漁法「やな場」を間近

に眺めながら、鮎などの川魚料理を味わえる食堂が併設

されたもので、11月７日まで営業が行われる。

  オープン初日は、梅雨が明け好天に恵まれたこともあ

り、涼を求めるたくさんの観光客でにぎわった。

 ７月18日、ことといの里の小野川自然プールで源栄

町壮年会主催のプール開きが行われ、プールでの無事故

を願う安全祈願祭の後、子どもたちによる魚のつかみ取

りや魚釣りなどが行われた。

  当日は約60人の子どもたちが参加し、夏の日ざしが

照りつける中、魚を追いかけ、冷たい自然の水を楽しん

だ。日ごろ静かな山あいは、８月末まで子どもたちの声

でにぎわう。

   ７月24日、大山文化センター周辺で、第36回大山ふ

るさと夏まつりが開催された。

  この祭りは、大山町商工会青年部や地域住民の協力で

行われ、地元の保育園児や小学校の児童による出し物の

ほか、出店、抽選会などがあり、会場には約1,000人が

訪れた。

  また、今年は「みんなで上げる夢花火」と題した150

発の花火も打ち上げられ、夏の夜空を彩った。

食 の大切さ 子どもたちに伝えたい

  ７月22日、桂林公民館で、かあちゃんの味ひいなと

食育サークル「クローバー」が、食育活動の一環として、

おやつ作り交流会を開催した。

  この取組は、２月の恵方巻き作りに続き２回目で、ひ

いなの会員、２～５歳児とその保護者約20人が参加。

小麦粉、にら、しそなどの地元の食材を使い、とうふ入

りのヘルシーだんご、昔懐かしのへこ焼き、しそジュー

スかんてんを、みんなで楽しみながら作った。

え ほう
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﹁
男
女
共
同
参
画
﹂

 
堅
苦
し
い
言
葉
で
す
が
、
難
し
い
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
男
性
も
女

性
も
﹁
性
別
﹂
の
固
定
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
社
会
生
活
の
い
ろ
ん
な

分
野
に
大
切
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
。
お
互
い
が
お
互
い
を
認
め
合

う
こ
と
。

 
私
た
ち
が
暮
ら
す
人
間
関
係
の
中
で
、
周
囲
の
何
気
な
い
配
慮
が
そ

ん
な
大
切
な
一
歩
を
踏
み
出
す
勇
気
に
つ
な
が
り
、
男
女
が
対
等
な
社

会
の
構
成
員
と
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

 
そ
ん
な
大
切
な
一
歩
を
後
押
し
す
る
た
め
、
平
成
13
年
３
月
に
﹁
日

田
市
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
﹂
を
策
定
し
ま
し
た
。
こ
の
計
画
は
10

年
間
を
一
つ
の
区
切
り
と
し
、
今
年
度
が
最
終
年
度
に
あ
た
り
ま
す
。

市
で
は
、
継
続
し
て
男
女
共
同
参
画
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、
今
後

10
年
間
の
目
標
を
定
め
る
新
た
な
基
本
計
画
の
策
定
を
平
成
22
年
度
中

に
行
い
ま
す
。
計
画
を
見
直
す
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
考
え
や

意
見
を
伺
う
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
今
号
で
は
、
そ
の
調
査

結
果
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 
こ
の
機
会
に
、
家
族
や
職
場
、
地
域
な
ど
、
皆
さ
ん
の
身
近
な
生
活

を
も
う
一
度
見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
日
田
市
の
未
来
を
変
え
る

の
は
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
で
す
。

男女が共に支える社会を目指して

市民意識調査結果から分かること
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調
査
対
象
 
市
内
に
住
む
20
歳
以
上
の

 
 
 
 
 
男
女
３
０
０
０
人

回
答
数
 
 
１
３
６
９
人
︵
45.4
％
︶

調
査
時
期
 
平
成
21
年
11
月

①
﹁
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
﹂
と
い
う
考

 
え
方
に
つ
い
て

 
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
の
意

識
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
す
。

 
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
と
い
う
考
え
方

に
、
34.2
％
の
人
が
反
対
し
、
８
％
の
人
が

賛
成
し
て
い
ま
す
。
前
回
調
査
と
比
べ
る

と
、
固
定
的
な
役
割
分
担
に
賛
成
し
て
い

る
人
数
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
反
対
と
答

え
た
人
も
減
っ
て
い
て
、
性
別
に
よ
る
役

割
分
担
に
対
す
る
意
識
が
向
上
し
て
い
る

と
は
言
い
が
た
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

 

②
分
野
別
の
男
女
平
等
の
状
況
に
つ
い
て

 
社
会
生
活
の
中
の
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
、

皆
さ
ん
が
男
女
平
等
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
ど
う
感
じ
て
い
る
か
と
い
う
ア
ン
ケ

ー
ト
結
果
で
す
。
 

 ﹁
学
校
教
育
﹂﹁
法
律
や
制
度
の
上
﹂
以

外
の
分
野
で
は
、
男
性
が
優
遇
さ
れ
て
い

る
、
又
は
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
男
性
の
方

が
優
遇
さ
れ
て
い
る
と
答
え
た
人
が
半
数

以
上
と
な
り
、
多
く
の
市
民
が
、
社
会
生

活
の
中
で
は
ま
だ
ま
だ
男
性
が
優
遇
さ
れ

て
い
る
と
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

 
詳
し
い
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
市
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

 
今
後
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
参
考
に

し
な
が
ら
、
計
画
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

企
画
課
男
女
共
同
参
画
推
進
・
統
計
係

☎
 
８
２
２
７
︵
市
役
所
４
階
︶

20％ 40％ 60％ 80％ 100％０％

今回調査
   （1,369人）

前回調査
   （1,444人）

8.0

11.6

14.0

10.2

9.0 64.6 3.1 16.0 5.5

1.21.2

16.6 44.1 20.4 1.4

0.1

0.9

0.4

0.6

0.6

0.2

0.5

0.1

0.9

0.4

0.6

12.6 4.8

7.2 27.0 36.8 7.1 15.9 5.2

22.5 49.0 12.3 2.5 8.5 4.7

10.3 57.3 14.4 3.0 10.3 4.2

40.0 29.2 3.5 12.1 4.8

45.9 22.6 4.5 7.4 5.0

50.3 24.4 5.3 4.6

0.9

0.6

0.2

0.5

2.8

34.2 54.7 1.8

1.2

12.6 43.4 37.0 5.6

2.1

賛成  反対  どちらともいえない

わからない  無回答

25％ 50％ 75％ 100％０％

a. 家庭生活

b. 職場

c. 地域

d. 学校教育

e. 政治の場

f. 法律や制度の上

g. しきたりや社会通念

h. 社会全体

男性が優遇されている

どちらかといえば男性の方が優遇されている

平等である

『男性優遇』
どちらかといえば女性の方が優遇されている

女性が優遇されている

わからない

無回答

『女性優遇』

※端数処理を行っているため合計額が一致しないことがあります。

※端数処理を行っているため合計額が一致しないことがあります。

（平成17年11月実施）
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くらしの情報

   

 
﹁
水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
﹂
の
使
用
期
限
は
、
８
月

31
日
で
す
。
未
使
用
の
商
品
券
を

お
持
ち
の
方
は
、
必
ず
期
限
内
に

市
内
の
参
加
店
で
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
︵
未
使
用
商
品
券
の
買
取
り

や
換
金
は
で
き
ま
せ
ん
︶

 

  

ま
た
、
事
業
者
の
方
は
、
９
月

30
日
ま
で
に
必
ず
発
行
団
体
で
換

金
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
︵
期

限
を
過
ぎ
る
と
換
金
で
き
ま
せ
ん

の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
︶

 

日
田
商
工
会
議
所

☎
 
３
１
８
４

 

日
田
地
区
商
工
会

☎
 
２
９
７
６

商
工
労
政
課
商
業
振
興
係

 

☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階)

 

  

 
平
成
22
年
第
３
回
市
議
会
定
例

会
は
、
次
の
日
程
で
開
催
さ
れ
る

予
定
で
す
。
な
お
、
正
式
に
は
８

月
26
日
に
開
催
予
定
の
議
会
運
営

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

 

■
第
３
回
市
議
会
定
例
会
日
程︵
案)

                        

※
市
議
会
は
、
公
開
を
原
則
と
し

て
い
ま
す
の
で
、
本
会
議
は
ど

な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

 

◯
一
般
質
問
＝
議
員
が
市
政
全
般

に
つ
い
て
質
問
す
る
こ
と

 

◯
議
案
質
疑
＝
条
例
や
予
算
な
ど
、

上
程
さ
れ
た
議
案
に
つ
い
て
質

問
す
る
こ
と

 

◯
委
員
会
付
託
＝
上
程
さ
れ
た
各

議
案
に
つ
い
て
各
委
員
会
に
審

査
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と

 

議
会
事
務
局

  

☎
 
８
２
１
４
︵
市
役
所
３
階)

    

 
市
で
は
、
住
宅
の
耐
震
改
修
・

診
断
に
対
し
て
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
耐
震
化
を
考
え
て
い
る
方

は
、
是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

■
補
助
額
・
申
込
期
限

 

耐
震
改
修
補
助

  

か
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１

 ︵
限
度
額
60
万
円
︶

 
12
月
24
日
㈮

 
簡
易
耐
震
改
修
補
助

 

 
か
か
っ
た
費
用
の
２
分
の
１

 
︵
限
度
額
30
万
円
、
一
部
40
万

円
︶

 
12
月
24
日
㈮

 

耐
震
診
断
補
助

 

 
か
か
っ
た
費
用
の
３
分
の
２

 ︵
限
度
額
３
万
円
︶

 

 
平
成
23
年
１
月
31
日
㈪

 

建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

 

☎
 
８
２
２
６
︵
市
役
所
５
階)

 

   

 
ブ
ロ
ッ
ク
塀
や
看
板
の
落
下
防

止
対
策
、
エ
レ
ベ
ー
タ
の
定
期
点

検
、
露
出
し
た
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
対
策
な
ど
、
建
築
物
の
安
全
管

理
は
万
全
で
す
か
。
こ
の
機
会
に
、

突
然
の
事
故
や
災
害
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

  

期
間
中
、
市
で
は
特
殊
建
築
物

等
へ
の
立
入
り
調
査
を
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

 

※
自
分
で
で
き
る
耐
震
診
断
や
補

強
方
法
に
関
す
る
資
料
を
左
記

に
備
え
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

 

建
築
住
宅
課
指
導
審
査
係

 

☎
 
８
２
２
６
︵
市
役
所
５
階)

 

  

４
月
１
日
か
ら
雇
用
保
険
制
度

が
改
正
さ
れ
、
事
業
所
で
雇
用
さ

れ
る
方
の
雇
用
保
険
の
加
入
要
件

が
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。

 

 
こ
れ
に
よ
り
、
１
週
間
の
所
定

労
働
時
間
が
20
時
間
以
上
あ
り
、

か
つ
31
日
以
上
の
雇
用
見
込
み
が

あ
る
場
合
は
、
雇
用
保
険
に
加
入

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

 
※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
は
、
個
人
の

加
入
状
況
は
も
ち
ろ
ん
、
事
業

所
ご
と
の
加
入
状
況
も
確
認
で

き
ま
す
。

 

 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田
業
務
係

 

  

☎
 
８
６
０
９

   

 
最
近
、
市
内
の
公
園
で
は
、
外

部
か
ら
持
ち
込
ま
れ
た
ベ
ン
チ
等

が
多
く
目
に
付
き
ま
す
。
中
に
は
、

壊
れ
て
危
険
な
も
の
も
あ
り
、
事

故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

 

 
市
で
は
、
無
断
で
持
ち
込
ま
れ

た
も
の
の
撤
去
作
業
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
公
園
を
安
全
に
利
用
す

る
た
め
、
敷
地
内
に
私
有
物
の
持

込
み
を
し
な
い
よ
う
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

            

 

都
市
整
備
課
公
園
緑
地
係

 

☎
 
８
２
１
７
︵
市
役
所
５
階)

問問

問 問

問

問
﹁
水
郷
ひ
た
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き

商
品
券
﹂
 
期
限
内
の
利
用
を

耐
震
改
修
・
簡
易
耐
震
改
修
・

耐
震
診
断
補
助
の
受
付

市
議
会
の
日
程

お
知
ら
せ

雇
用
保
険
制
度
の
改
正

公
園
を
安
全
に
利
用
す
る
た
め
に

８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
は

 
 
 
 
 
建
築
物
防
災
週
間

今月は、

固定資産税・都市計画税

        第２期

国民健康保険税 第２期

介護保険料   第２期

 の納付月です。

納期内の納付をお願いします。

議案上程、提案理由の説明など

一般質問◯

  〃

  〃

議案質疑◯、委員会付託◯

議案審査

  〃

  〃

委員長報告、質疑、討論、採決など

本会議

〃

〃

〃

〃

委員会

〃

〃

本会議

午前10時

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

午後１時

８月31日㈫

９月７日㈫

９月８日㈬

９月９日㈭

９月10日㈮

９月14日㈫

９月15日㈬

９月16日㈭

９月21日㈫

会議名 会議の内容開会時間開催日

※

※ ※

※※※
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■
と
き
・
と
こ
ろ
︵
日
田
す
い
め

い
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
主
催
︶

 

・
８
月
25
日
㈬

 

 
午
前
10
時
～
午
後
５
時

 

 
 
ダ
イ
エ
ー
日
田
店

 

 
午
前
10
時
～
午
後
１
時
、

 

 
午
後
２
時
～
４
時
30
分

 

 
 
市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー

 

・
８
月
26
日
㈭

 

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
、

午
後
２
時
～
４
時
30
分

 
  

大
分
県
日
田
総
合
庁
舎

 

 
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後
１
時

～
４
時
30
分

 

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田

 

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
１
時
、

午
後
２
時
～
４
時
30
分

 

 
 
日
田
市
民
生
活
協
同
組
合

 

 
 
新
治
店

 

※
問
診
結
果
等
に
よ
っ
て
は
、
献

血
を
お
断
り
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。

 

※
３
日
以
内
に
薬
︵
漢
方
薬
、
健

胃
薬
を
除
く
︶
を
服
用
さ
れ
た

方
、
70
歳
以
上
の
方
は
献
血
で

き
ま
せ
ん
。

 

※
受
付
時
に
本
人
確
認
を
行
い
ま

す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証
な

ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

※
一
般
献
血
︵
４
０
０
ml
︶
の
み
。

 

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
事
務
局

︵
地
域
保
健
課
保
健
医
療
係
内
︶

☎
 
８
２
３
１
︵
市
役
所
１
階) 

   

社
会
福
祉
法
人
福
寿
会

 

■
と
き

 

 
10
月
１
日
㈮
～
12
月
10
日
㈮
ま

で
の
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日

 

■
と
こ
ろ

 

・
講
義
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

日
田
園
会
議
室

 
・
実
習
 
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

日
田
園
日
田
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
、
小
規
模
多
機
能
ケ
ア

 

■
対
象
 
講
義
、
実
習
の
全
日
程

を
受
講
で
き
る
方

 

■
募
集
数
 
14
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
期
間

 

 
９
月
１
日
㈬
～
30
日
㈭

 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 

 
日
田
園
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成

研
修
係
 
☎
 
３
５
３
５

 

労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団 

日
田
地

域
福
祉
事
業
所
﹁
虹
の
家
﹂

 

■
と
き
 
９
月
１
日
㈬
～
10
月
20

日
㈬
の
う
ち
24
日
間

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
労
協
セ
ン
タ
ー
事
業

団
日
田
地
域
福
祉
事
業
所
﹁
虹

の
家
﹂
講
座
会
場

 

■
対
象

 
全
日
程
を
受
講
で
き
る
方

 

■
募
集
数
 
７
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

 

労
協
セ
ン
タ
ー
事
業
団 

日
田

地
域
福
祉
事
業
所
﹁
虹
の
家
﹂

 

☎
 
５
０
１
１

 

※
申
込
方
法
な
ど
詳
細
は
、
各
施

設
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

社
会
保
険
課
介
護
保
険
係

☎
 
８
２
６
４
︵
市
役
所
１
階) 

    

 
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て

い
る
方
の
う
ち
、
70
歳
未
満
の
方

又
は
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
方
は
、
入
院
す
る
際
に
認

定
証
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、

自
己
負
担
の
支
払
が
限
度
額
ま
で

と
な
り
ま
す
。

 

 
必
要
な
方
は
、
あ
ら
か
じ
め
申

請
を
し
て
認
定
証
の
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

 

■
準
備
す
る
も
の

 
 
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

 
■
申
請
先
 
社
会
保
険
課
、
各
振

興
局
、
各
振
興
セ
ン
タ
ー

※
各
振
興
セ
ン
タ
ー
は
申
請
の
み
。

 

社
会
保
険
課
国
保
・
年
金
係

☎
 
８
２
７
１
︵
市
役
所
１
階) 

 

■
と
き

  

８
月
21
日
㈯
 
正
午
～

 

■
と
こ
ろ
 
栃
原
グ
ラ
ウ
ン
ド
土

盛
り
ス
テ
ー
ジ
︵
中
津
江
村)

 

■
出
演
 
中
川
五
郎
、
ム
ー
ニ
ー
、

平
田
達
彦
、
タ
ム
ほ
か

 

■
入
場
料
︵
前
売
り
︶

 

 
大
人
２
０
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
１
０
０
０
円

 

※
当
日
は
各
５
０
０
円
増
し
で
す
。

 

う
た
う
村
コ
ン
サ
ー
ト
実
行
委

員
会
 
☎
 
３
７
２
２
︵
中
津

江
公
民
館
内
︶

  

 
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
で
、
急
行
列
車

と
し
て
活
躍
し
た
﹁
キ
ハ
58
・
65

系
﹂
が
特
別
運
行
し
ま
す
。

 

 
当
日
は
、
Ｊ
Ｒ
光
岡
駅
・
日
田

駅
に
停
車
し
、
各
駅
で
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
し
ま
す
。

 

※
こ
の
車
両
は
、
８
月
末
に
廃
車

と
な
る
た
め
、
日
田
市
へ
の
運

行
は
今
回
が
最
後
と
な
り
ま
す
。

 
■
と
き
 
８
月
22
日
㈰

 
・
光
岡
駅
︵
停
車
時
間
25
分
︶

 

 
午
後
１
時
59
分
着

 

 
午
後
２
時
24
分
発

 

・
日
田
駅
︵
停
車
時
間
18
分
︶

 

 
午
後
２
時
28
分
着

 

 
午
後
２
時
46
分
発

 

歓
迎
イ
ベ
ン
ト

 

・
光
岡
駅
 
撮
影
会
︵
カ
メ
ラ
は

各
自
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
︶

 

・
日
田
駅
 
午
前
11
時
～
午
後
３
時

日
田
市
や
日
田
彦
山
線
沿
線
自

治
体
の
特
産
品
・
情
報
ブ
ー
ス

 

※
こ
の
ほ
か
、
浦
和
太
鼓
の
演
奏

や
Ｂ
級
グ
ル
メ
対
決
︵
日
田
や

き
そ
ば
と
小
倉
発
祥
焼
き
う
ど

ん
の
販
売
︶
も
行
わ
れ
ま
す
。

 

※
列
車
の
撮
影
は
、
駅
員
の
指
示

に
従
い
、
線
路
内
に
は
絶
対
に

入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

 

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
公
共
交
通
機
関
等
を
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

          

 

地
域
振
興
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交

通
係

☎
 
８
３
５
６
︵
市
役
所
６
階)

問

問

問

問

問

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
養
成
研
修

特
別
列
車
が
や
っ
て
く
る

保
健
・
福
祉

イ
ベ
ン
ト

２
０
１
０
中
津
江
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
31
th

国
民
健
康
保
険
加
入
者
限
度
額

適
用
認
定
証
の
申
請
受
付



122010.  8. 15  広報ひた

くらしの情報

 

 
今
年
は
﹁
Ｎ
Ｆ
Ｓ
全
国
鮎
釣
り

選
手
権
大
会
﹂
も
同
日
開
催
さ
れ

ま
す
。
多
く
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

 

■
と
き
 
９
月
５
日
㈰

 

 
午
前
７
時
～
午
後
２
時
︵
受
付

は
午
前
５
時
30
分
～
６
時
30
分
︶

 

■
と
こ
ろ

 

・
集
合
場
所
 
Ｂ
＆
Ｇ
大
山
海
洋

セ
ン
タ
ー
︵
大
山
振
興
局
裏
︶

 

・
競
技
場
所
 
三
隈
川
、
大
山
川
、

玖
珠
川
︵
日
田
漁
協
管
轄
内
︶

■
参
加
費

 

 
２
０
０
０
円
︵
お
と
り
代
︶

 

※
遊
漁
券
は
別
途
必
要
で
す
。

 

水
郷
ひ
た
鮎
釣
り
大
会
実
行
委

員
会
︵
森
︶

☎
０
９
０-

３
６
０
９-

９
７
３
８

 

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
水
環

境
係

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

    

■
と
き
 
10
月
24
日
㈰

 

 
午
前
８
時
ス
タ
ー
ト

 

 ︵
午
前
７
時
20
分
集
合
︶

 

■
と
こ
ろ
 
陸
上
競
技
場

 

■
距
離
 
４
２.

１
９
５
km
、

 

 
２
１.

０
９
７
km

 

■
参
加
資
格
 
小
学
生
以
上
の
男

女
で
健
康
な
方

 

※
小
学
生
は
２
１.

０
９
７
km
の

み
で
、
必
ず
成
人
の
同
伴
者
と

一
緒
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

 

■
参
加
費
︵
保
険
料
を
含
む
︶

 

 
高
校
生
以
上
 
２
０
０
０
円

 

 
小
・
中
学
生
 
１
０
０
０
円

 

■
申
込
方
法
 
体
育
保
健
課
、
陸

上
競
技
場
、
総
合
体
育
館
に
備

付
け
の
申
込
書
で
左
記
に
申
込

み
︵
印
鑑
及
び
誓
約
事
項
の
同

意
が
必
要
︶

 
※
当
日
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

 

■
申
込
期
間

 

 
８
月
23
日
㈪
～
10
月
１
日
㈮

 

大
会
運
営
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

 

 
大
会
当
日
の
ス
ポ
ー
ツ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
希

望
す
る
方
は
、
事
前
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

体
育
保
健
課
体
育
保
健
係

 

☎
 
８
２
２
２
︵
市
役
所
別
館

２
階
︶

  

    

 
近
年
、
省
エ
ネ
な
ど
の
理
由
で

注
目
さ
れ
て
い
る
﹁
緑
の
カ
ー
テ

ン
﹂
の
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。

 

■
対
象
 
平
成
22
年
度
、
市
内
に

緑
の
カ
ー
テ
ン
を
設
置
し
た
方

・
個
人
部
門
︵
家
庭
︶

・
団
体
部
門
︵
学
校
・
事
業
所
等)

 

■
申
込
方
法
 
応
募
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
込
み

■
申
込
期
限
 
８
月
31
日
㈫

 

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
ま
す
。

  

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
企
画

推
進
係

 
☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階) 

    

 
美
し
い
水
郷
ひ
た
づ
く
り
を
目

指
し
て
、
ポ
イ
捨
て
防
止
の
標
語

を
募
集
し
ま
す
。

 

■
部
門
 
小
学
生
の
部
、
中
学
生

の
部
、一
般
の
部︵
高
校
生
以
上)

 

■
申
込
方
法
 
住
所
、
氏
名
、
連

絡
先
、
標
語
を
記
入
の
上
、
フ

ァ
ッ
ク
ス
又
は
直
接
持
参
し
て

申
込
み
︵
様
式
自
由
︶

※
各
振
興
局
で
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

 

■
申
込
期
限
 
９
月
10
日
㈮

 

生
活
環
境
課
企
画
管
理
係

 

☎
 
８
２
０
８
︵
市
役
所
２
階)

 

 ︵
Ｆ
Ａ
Ｘ
︶
 
８
２
４
１

  

 
農
業
の
優
れ
た
担
い
手
や
指
導

者
を
養
成
す
る
た
め
、
次
の
と
お

り
学
生
を
募
集
し
ま
す
。

 

■
試
験
日
・
会
場
 

 

・
推
薦
 
11
月
９
日
㈫

 

・
一
般
 
12
月
３
日
㈮

 

 
い
ず
れ
も
大
分
県
立
農
業
大
学

校
︵
豊
後
大
野
市
︶

 

■
募
集
学
部
・
募
集
数

 

 
農
学
部
︵
総
合
農
産
科
、
総
合

畜
産
科
︶
 
60
人

 

■
申
込
期
間

 

・
推
薦
 
10
月
８
日
㈮
～
29
日
㈮

 

・
一
般
 
11
月
９
日
㈫
～
19
日
㈮

 

大
分
県
立
農
業
大
学
校
教
務
・

学
生
課

 

☎
０
９
７
４-

２
２-

７
５
８
１

 

大
分
県
西
部
振
興
局
生
産
流
通
部

☎
 
２
２
１
７

  

■
と
き

10
月
12
日
㈫
～
平
成
23
年
１
月

７
日
㈮
︵
３
か
月
間
︶

 

平
日
の
午
前
９
時
10
分
～
午
後

３
時
50
分

■
と
こ
ろ

 

 
専
修
学
校
大
分
経
理
専
門
学
校

 
日
田
教
室
︵
三
本
松
２
丁
目
︶

問

問 問

問

問問

第
15
回
リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ

 
 
 
 
 
 
 
in
み
く
ま
川

第
16
回
ひ
た
４
２
１
９
５
チ
ャ

レ
ン
ジ
ウ
ォ
ー
ク
大
会

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

 
 
 
 
 
 
 
 
作
品
募
集

第
４
回
日
田
市
長
杯

 
 
 
水
郷
ひ
た
鮎
釣
り
大
会

平
成
23
年
度
 
大
分
県
立
農
業

大
学
校
 
学
生
募
集

職
業
訓
練
 
パ
ソ
コ
ン
経
理
科

 
 
 
 
 
 
 
10
月
生
募
集

ポ
イ
捨
て
防
止
 
標
語
募
集

■
と
き
 
８
月
22
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
三
隈
川
︵
亀
山
公
園
周
辺
︶

 

■
内
容
︵
予
定
︶
 
タ
ー
ザ
ン
ロ

ー
プ
、
ブ
ル
ー
し
ー
た
ー
、
環

境
パ
ネ
ル
展
な
ど

※
駐
車
場
は
、
河
川
敷
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
。

 

リ
バ
ー
フ
ェ
ス
タ
in
み
く
ま
川

実
行
委
員
会
事
務
局
︵
日
田
青

年
会
議
所
内
︶

 

☎
 
７
１
５
０

 

水
郷
ひ
た
づ
く
り
推
進
課
水
環

境
係

 

☎
 
８
３
５
７
︵
市
役
所
２
階)

募
 
集
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■
受
講
内
容
 
簿
記
の
基
礎
知
識

か
ら
経
理
実
務
、
ワ
ー
ド
・
エ

ク
セ
ル
の
基
本
操
作
か
ら
応
用
、

就
職
支
援
な
ど

 

■
受
講
資
格
 
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日

田
で
求
職
申
込
み
を
行
い
、
受

講
す
る
こ
と
が
就
職
の
促
進
に

つ
な
が
る
と
判
断
さ
れ
た
方
︵
原

則
、
雇
用
保
険
を
受
給
で
き
な

い
方
︶

 

■
受
講
料
 
無
料
︵
テ
キ
ス
ト
代
、

検
定
料
は
別
途
必
要
︶

 

■
募
集
数
 
25
人

 

■
選
考
日
・
選
考
内
容

  

９
月
10
日
㈮
 
適
性
検
査
、
面
接

 

■
申
込
方
法
 
窓
口
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
９
月
３
日
㈮

 

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
日
田

☎
 
８
６
０
９

       

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習
会

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
学
科
 
９
月
13
日
㈪

 
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

 

・
実
技
 
９
月
14
日
㈫
～
17
日
㈮

 
㈱
ナ
ン
ブ
木
材
流
通
石
井
町
土
場

 
い
ず
れ
も
午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
受
講
料

 

・
大
型
特
殊
免
許
所
持
者

 

 
 
 
 
 
 
１
万
３
６
５
０
円

 

・
普
通
免
許
所
持
者

 

 
 
 
 
 
 
２
万
６
２
５
０
円

 

■
募
集
数
 
30
人
︵
先
着
順
︶

 

高
所
作
業
車
運
転
技
能
講
習
会

 

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
学
科
 
10
月
５
日
㈫
・
６
日
㈬

 
生
涯
学
習
交
流
セ
ン
タ
ー

 

・
実
技
 
10
月
７
日
㈭

 
㈱
日
田
中
央
木
材
市
場
土
場

 
い
ず
れ
も
午
前
８
時
～
午
後
５
時

■
受
講
料

 
・
小
型
移
動
式
等
所
持
者

 
 
 
 
 
 
 
３
万
６
７
５
０
円

 

・
普
通
免
許
所
持
者

 

 
 
 
 
 
 
３
万
５
７
０
０
円

 

■
募
集
数
 
20
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法
 
い
ず
れ
の
講
習
会

も
申
込
書
に
証
明
写
真
２
枚
、

免
許
証
の
写
し
、
受
講
料
を
添

え
て
、
㈳
大
分
県
労
働
基
準
協

会
日
田
支
部
に
申
込
み

 

※
詳
細
は
、
㈳
大
分
県
労
働
基
準

協
会
日
田
支
部
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

 

㈳
大
分
県
労
働
基
準
協
会
日
田

支
部
 
☎
 
６
４
５
３

 

商
工
労
政
課
地
場
産
業
振
興
係

 
☎
 
８
２
３
９
︵
市
役
所
６
階) 

  

 
救
急
に
関
す
る
正
し
い
理
解
と

認
識
を
深
め
る
た
め
、
毎
年
９
月

９
日
を
﹁
救
急
の
日
﹂
と
し
、
こ

の
日
を
含
む
一
週
間
を
﹁
救
急
医

療
週
間
﹂
と
定
め
て
い
ま
す
。

 

 
日
田
消
防
署
で
は
、
期
間
中
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
っ
た
普
通
救
命
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

 

■
と
き
 
９
月
11
日
㈯

  

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分
︵
午

後
１
時
受
付
開
始
︶

 

■
と
こ
ろ

 

 
中
央
公
民
館
︵
文
化
セ
ン
タ
ー)

 

■
受
講
料
 
無
料

 

■
募
集
数
 
30
人
︵
先
着
順
︶

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
９
月
３
日
㈮

 

※
動
き
や
す
い
服
装
で
参
加
し
て

く
だ
さ
い
。

 

※
受
講
終
了
後
は
、
普
通
救
命
講

習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

 

日
田
消
防
署
救
急
救
助
係

☎
 
２
２
０
４

      

■
試
験
日
・
試
験
場
所

 

 
11
月
28
日
㈰
 
午
前
９
時
45
分

～
正
午

 

 
大
分
文
化
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

︵
大
分
市
︶

 

■
受
験
資
格
 
試
験
日
に
お
い
て

満
20
歳
以
上
で
、
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

①
高
等
学
校
を
卒
業
し
、
排
水
設

備
工
事
な
ど
の
設
計
又
は
施
工

の
実
務
経
験
︵
土
木
、
建
築
、

設
備
、
衛
生
工
学
科
な
ど
を
卒

業
し
た
方
は
不
要
、
そ
の
ほ
か

の
方
は
１
年
︶
を
有
す
る
方

 

②
排
水
設
備
工
事
な
ど
の
設
計
又

は
施
工
に
関
し
、
２
年
以
上
の

実
務
経
験
を
有
す
る
方

 

③
専
修
学
校
等
で
、
土
木
過
程
を

修
了
し
た
方
及
び
公
共
職
業
能

力
開
発
施
設
で
配
管
科
を
修
了

し
た
方

④
農
業
集
落
排
水
施
設
な
ど
の
設

計
又
は
施
工
の
実
務
経
験
︵
高

等
学
校
を
卒
業
し
た
方
は
１
年
、

そ
の
ほ
か
の
方
は
２
年
︶
を
有

す
る
方

 

■
受
験
手
数
料
 
７
０
０
０
円
︵
振

替
払
込
書
で
払
込
み
︶

 

■
申
込
期
間

 

 
９
月
１
日
㈬
～
17
日
㈮

 

※
受
験
申
込
書
は
８
月
16
日
か
ら

左
記
で
配
付
し
ま
す
。

 

下
水
道
課
管
理
係

☎
 
８
２
１
９
︵
市
役
所
５
階) 

     

■
試
験
種
類
・
募
集
数

①
警
察
官
Ａ
︵
大
学
卒
業)

 

 
一
般
 
10
人

 

 
武
道
︵
柔
道
︶ 
１
人

 

 
女
性
︵
一
般
︶ 
２
人

②
警
察
官
Ｂ
︵
高
校
卒
業
程
度)

 
 
一
般
 
24
人

 
 
武
道
︵
柔
道
︶ 
１
人

 

 
女
性
︵
一
般
︶ 
３
人

③
大
分
県
職
員
初
級
試
験

 

 
警
察
事
務
 
４
人

 

■
受
験
資
格

 

①
昭
和
52
年
４
月
２
日
以
降
に
生

ま
れ
た
方
で
、
大
学
を
卒
業
し

た
方
又
は
平
成
23
年
３
月
ま
で

に
大
学
を
卒
業
見
込
み
の
方

②
昭
和
54
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
大
学
卒
業
又
は
見
込

み
の
方
を
除
く

 

③
平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
方
で
、
大
学
卒
業
又
は
見
込

み
の
方
を
除
く

 

※
武
道
は
別
に
受
験
資
格
有
り
。

 

■
第
一
次
試
験
日

 

①
②
 
10
月
17
日
㈰

③
 
 
９
月
26
日
㈰

 

■
申
込
期
限
 
８
月
27
日
㈮

 

※
大
分
県
警
察
本
部
で
の
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
受
付
は
、
８
月
20
日

ま
で
で
す
。

 ︽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
︾

 h
ttp

://w
w

w
.p

re
f.o

ita
.jp/

k
e
isa

tu
/

 

※
受
験
案
内
等
は
、
左
記
で
配
付

し
て
い
ま
す
。

 

日
田
警
察
署
総
務
課

☎
 
２
１
３
１

問

問

問

問

問

警
察
官
・
警
官
事
務
職
員

 
 
 
 
 
 
 
 
採
用
試
験

平
成
22
年
度
 
下
水
道
排
水
設

備
工
事
責
任
技
術
者
試
験

普
通
救
命
講
習
会

試
 
験

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能

高
所
作
業
車
運
転
技
能

 
 
 
 
 
 
 
 
 
講
習
会

講
座
・
教
室
・
講
演
会

広報

次回は

９月１日号
９月１日㈬に発送します。
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くらしの情報

■
試
験
日
・
試
験
場
所

 

 
９
月
12
日
㈰

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

 
大
分
県
日
田
総
合
庁
舎
４
階
大

会
議
室

 

■
種
別
 
網
猟
・
わ
な
猟

 

■
対
象
 
新
た
に
狩
猟
免
許
の
取

得
を
希
望
す
る
方

 

■
受
験
手
数
料
 
５
２
０
０
円
︵
既

に
狩
猟
免
許
を
持
っ
て
い
て
、

ほ
か
の
種
別
を
受
験
す
る
場
合

は
３
９
０
０
円
︶

■
申
込
方
法
 
印
鑑
、
手
数
料
、

証
明
写
真
、
医
師
の
診
断
書
又

は
銃
所
持
許
可
証
、
返
信
用
封

筒
を
持
参
し
、
申
込
み

 

■
申
込
期
間

 

 
８
月
23
日
㈪
～
31
日
㈫
︵
土
・

日
曜
日
を
除
く
︶

 

大
分
県
西
部
振
興
局
森
林
管
理
班

☎
 
２
５
８
５

      

 
認
定
農
業
者
制
度
は
、
経
営
改

善
を
図
ろ
う
と
す
る
農
業
者
が
作

成
し
た
﹁
農
業
経
営
改
善
計
画
﹂

を
、
市
が
認
定
す
る
制
度
で
す
。

 

 
計
画
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
、

無
料
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

 

■
と
き
 
８
月
30
日
㈪
、
31
日
㈫

  

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～
７
時

 

■
と
こ
ろ

 

 
市
役
所
３
階
３
０
３
会
議
室

 

■
対
象
 
認
定
農
業
者
を
目
指
す

農
業
経
営
者
又
は
認
定
農
業
者

の
う
ち
、
認
定
有
効
期
間
が
平

成
23
年
２
月
末
日
ま
で
の
農
業

経
営
者

 

※
印
鑑
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

 

農
業
振
興
課
畜
産
振
興
係

☎
 
８
２
１
１
︵
市
役
所
３
階)

   

■
と
き
 
９
月
２
日
㈫

 

 
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

 

■
と
こ
ろ

 

 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階
市
民
活
動

支
援
室

 

■
相
談
員
 
宅
地
建
物
取
引
主
任

者
︵
宅
建
協
会
役
員
︶

 

■
相
談
内
容
 
不
動
産
取
引
に
関

わ
る
一
般
相
談
︵
事
前
に
電
話

で
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

宅
地
建
物
取
引
業
協
会
日
田
支
部

☎
 
２
１
０
３

  

■
と
き
・
と
こ
ろ

 

・
９
月
４
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
３
時
30
分

 

 
 
パ
ト
リ
ア
日
田
２
階
和
室

 

・
９
月
11
日
㈯

 

 
午
後
１
時
～
４
時

 

 
 
咸
宜
公
民
館

■
対
象
 
認
知
症
の
方
を
介
護
す

る
家
族
や
介
護
者
、
近
隣
者
な

ど
認
知
症
に
関
す
る
相
談
の
あ

る
方

 

■
相
談
員
 
介
護
支
援
専
門
員
、

認
知
症
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー

 

■
相
談
内
容
 
認
知
症
に
関
す
る

悩
み
ご
と
、
介
護
相
談
な
ど

 

社
会
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

 

☎
 
８
２
９
９
︵
市
役
所
１
階)

 

■
と
き
 
９
月
５
日
㈰
、
12
日
㈰

 

 
午
前
９
時
～
午
後
５
時

 

■
と
こ
ろ
 
日
田
公
証
役
場

 

 ︵
市
役
所
前
の
交
差
点
の
角
︶

 

■
相
談
員

 
日
田
公
証
役
場
公
証
人

 

■
相
談
内
容
 
遺
言
、
相
続
、
離

婚
、
金
銭
貸
借
、
賃
貸
借
、
会

社
定
款
、
高
齢
者
の
財
産
管
理

な
ど
の
法
律
相
談
︵
平
日
の
電

話
予
約
が
必
要
で
す
︶

 

 
日
田
公
証
役
場
 
☎
 
６
７
５
１

   

■
と
き
 
９
月
８
日
㈬

 

 
午
後
１
時
～
５
時

 

 ︵
相
談
時
間
は
30
分
以
内
︶

 

■
と
こ
ろ

 
市
役
所
地
下
消
費
生
活
相
談
室

 

■
相
談
員
 
弁
護
士

 

■
相
談
内
容
 
多
重
債
務
を
始
め
、

消
費
生
活
に
関
す
る
相
談

 

■
募
集
数
 
８
人
︵
先
着
順
︶

 

※
事
前
に
電
話
で
申
込
み
が
必
要
。

 

■
予
約
開
始
日
 
８
月
26
日
㈭

 

 
午
前
８
時
30
分
～

 

商
工
労
政
課
消
費
生
活
・
労
働

福
祉
係

☎
 
９
３
９
３
︵
市
役
所
６
階)

   

■
と
き
 
９
月
24
日
㈮

 

 
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

 

■
と
こ
ろ 

 
市
役
所
別
館

 

■
対
象
 
平
成
23
年
度
就
学
予
定

の
障
が
い
の
あ
る
幼
児
の
保
護

者
、
関
係
者
︵
保
育
士
、
教
員

等
︶
な
ど

 

■
相
談
員

 
特
別
支
援
教
育
関
係
者

 

■
相
談
内
容
 
障
が
い
児
へ
の
家

庭
で
の
接
し
方
、
保
育
・
教
育

に
関
す
る
こ
と
等

 

■
申
込
方
法
 
電
話
で
申
込
み

 

■
申
込
期
限
 
９
月
８
日
㈬

 

学
校
教
育
課
指
導
係

 

☎
 
８
２
２
１
︵
市
役
所
別
館

３
階
︶

     

■
と
き
 
９
月
28
日
㈫

 

 
午
前
10
時
～
午
後
４
時

 
■
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
２
階
第
２
会
議
室

 

■
対
象
 
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
・

母
と
そ
の
子
ど
も
で
、
就
職
を

希
望
す
る
方
及
び
寡
婦

 

■
相
談
員
 
就
業
支
援
員

 

■
相
談
内
容
 
仕
事
と
子
育
て
の

両
立
に
関
す
る
悩
み
、
就
業
相

談
、
個
別
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な
ど

 

※
相
談
・
相
談
時
の
託
児
サ
ー
ビ

ス
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前
に

電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

 

こ
ど
も
未
来
室
家
庭
支
援
係

 

☎
 
８
２
９
２
︵
市
役
所
１
階)

     

９
月
合
同
鑑
賞
例
会

 

ま
し
ゅ
＆
Kei
の
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ク

ラ
ウ
ン
シ
ョ
ー
﹁
せ
か
い
の
お
ん

が
く
﹂

 

□
と
き
 
９
月
12
日
㈰

 

 
午
後
６
時
30
分
開
演
︵
午
後
６

時
開
場
︶

 

□
と
こ
ろ
 
中
央
公
民
館
︵
文
化

セ
ン
タ
ー
︶
ホ
ー
ル

 

□
入
場
料
 
会
員
無
料

 

※
当
日
入
会
可
能
で
す
。

 

□
問
い
合
わ
せ
 
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日

田
子
ど
も
劇
場
／
☎
 
０
１
９
１

 

 
︵
月
・
水
・
金
曜
日
の
午
前
10

時
～
午
後
４
時
︶

問問

問

問 問

問問

問

平
成
22
年
度
 
狩
猟
免
許
試
験

不
動
産
市
民
相
談
室
 
 
無
料

日
曜
公
証
遺
言
法
律
相
談

無
料

無
料
弁
護
士
相
談
会

障
が
い
児
就
学
相
談
 
 
無
料

 

ひ
と
り
親
家
庭
の
就
職
活
動
を

応
援
 
就
業
支
援
地
域
巡
回
無

料
相
談
会

認
知
症
の
方
を
抱
え
る
家
族
・

介
護
者
へ
の
相
談
会
 
 
無
料

農
業
経
営
改
善
計
画
作
成
︵
認
定

農
業
者
制
度
︶
相
談
会
 
 
無
料

相
 
談

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン

タ
ウ
ン
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項   目 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

項   目 対  象 内容・持参するもの・その他とき（受付時間） 会  場

母子健康手帳交付

女性専用健康相談

肝炎ウイルス検査

エ イ ズ 抗 体 検 査

４か月児健康診査

７か月児健康診査

１歳６か月児健康診査

３ 歳 児 健 康 診 査

乳 幼 児 健 康 相 談
（すくすく相談）

市 内 全 域
成 人 健 康 相 談

西 有 田 地 区
成 人 健 康 相 談

五 和 地 区
成人・乳幼児健康相談

※それぞれの健診は、どの会場でも受けられますので、いずれかの会場で一度受けてください。
※その他の乳幼児健康相談は、成人健康相談と同時実施です。詳細は下記を参照してください。   

※前津江、中津江、上津江、大山、鎌手、馬原、五馬、中川、小野、東有田、夜明地区での成人健康相談は、自治会を通じて
 お知らせします。健康手帳・健診結果をお持ちになって、是非、お越しください。

地域保健課健康支援係（ウェルピア１階） ☎24-3000   天瀬振興局市民福祉課   ☎57-8204
大山振興局市民福祉課 ☎52-3101   前津江振興局市民福祉課  ☎53-2111
中津江振興局市民福祉課 ☎54-3111   上津江振興局市民福祉課  ☎55-2011

【問い合わせ】

３日�・10日�
17日�・24日�
（9:00～16:00）

９日㈭
（13:00～13:30）

各振興局窓口
（予約制）

８日㈬
（13:00～13:30）

２日㈭
（13:30～14:00）

要予約制

随時
（要電話予約）

市役所７階
大会議室

各振興局内の
会議室又は窓口

ウェルピア 妊  婦
（妊娠届出書を

お持ちの方）

平成22年４月20日
～５月19日

生まれ

市役所７階
大会議室

前津江
保健センター

平成22年
２月生まれ

14日㈫
（13:00～13:30）

２日㈭
（13:30～14:00）

前津江
保健センター

15日㈬
（13:00～13:30）

17日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

平成21年
１～２月生まれ

平成19年
４～５月生まれ

平成21年
２月生まれ

平成19年
５月生まれ

平成21年
１～２月生まれ

平成19年
４～５月生まれ

17日㈮
（13:00～13:30）

天瀬公民館
東渓分館

市役所７階
大会議室

市役所７階
大会議室

17日㈮
（10:00～11:30）

大山
保健センター

30日㈭
（10:00～11:00）

なかつえ保育園

未就学児

ウェルピア１階

ウェルピア１階

大分県
西部保健所

24日㈮
（9:30～11:00）

西有田公民館

２日㈭
（9:30～11:30）

16日㈭
（9:00～11:00）

五和公民館

◇内容：母子健康手帳の交付、使い方や
 妊娠中の健康管理（保健師）などの説明
◇持参するもの：妊娠届出書
※左記の交付日に来られない方は、交付
 を希望する各窓口に事前に電話で予約
 して、お越しください。

◇内容：身体計測、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳
※中央児童館・天瀬児童館・すぎっ子保

育園・前津江保健センターでは、９月
は行いません。 

◇内容：身体計測、内科・歯科診察、歯
や歯磨きの相談、栄養相談、保健相談

◇持参するもの：問診票、母子健康手帳、
 １歳６か月児健診の方は、幼児用歯ブ

ラシ
※歯を磨いてきてください。
※事前に封書で個別に通知します。９月

１日までに通知のない方は、受診する
地域の振興局・市役所等に連絡してく
ださい。 

◇内容：身体計測、内科・整形外科診察、
 離乳食の相談、保健相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇内容：身体計測、内科診察、離乳食の
 相談、保健相談、歯磨きの指導、絵本
 の読み聞かせ
◇持参するもの：母子健康手帳 

◇内容：女性特有の健康上の悩みなどに関する相談
◇申込方法：電話で地域保健課健康支援係に予約

〈成人健康相談〉◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、
生活習慣病などに関する相談

◇持参するもの：健康手帳、健診を受けた方は健診結果
〈妊産婦・乳幼児健康相談〉
◇内容：身体計測、発育・発達や育児の悩みなどの相談
◇持参するもの：母子健康手帳

◇申込方法：電話で大分県西部保健所（☎23-3133）に
 予約
◇料金：無料 
※エイズ抗体検査は匿名でも受けられます。
※肝炎のインターフェロン治療や核酸アナログ製剤治
 療に対する医療費助成も行っています。

◇内容：血圧測定、検尿、体脂肪率測定、生活習慣病
 などに関する相談（希望者はみそ汁の塩分測定）
◇持参するもの：健康手帳、みそ汁少々（希望者のみ）
※平成22年度は、奇数月に開催します。 



今
号
の
コ
ラ
ム
は
、
ケ
ビ
ン
の
最
終
回
を
お
送
り
し
ま
す
。

ロ
ウ
と
ケ
ビ
ン
の

24

フ
ラ
ン
ス
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③

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

国
際
交
流
の

ス
ス
メ

ス
ス
メ

ス
ス
メ

海外からのお便り海外からのお便り海外からのお便り

 

 
デ
ュ
マ
・
美
佳
さ
ん
の
フ
ラ
ン
ス
か

ら
の
お
便
り
を
お
送
り
し
ま
す
。

 
  
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

  
 
日
田
は
夏
真
っ
盛
り
で
し
ょ
う
か
。

８
月
の
フ
ラ
ン
ス
は
、
午
後
９
時
半
ご

ろ
ま
で
明
る
く
、
湿
気
も
少
な
く
、
か

ら
っ
と
し
た
暑
さ
で
す
。

 

 
こ
の
時
期
、
パ
リ
市
民
は
バ
カ
ン
ス

︵
長
期
休
暇
︶
に
出
掛
け
て
い
る
た
め
、

観
光
地
以
外
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
お
店
は

閉
ま
り
、
何
だ
か
静
か
で
す
。
車
の
ク

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
音
も
あ
ま
り
聞
こ
え
ま

せ
ん
。

 

 
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
年
に
最
低
５
週
間

の
有
給
休
暇
が
保
障
さ
れ
て
い
て
、
ほ

と
ん
ど
の
人
が
夏
に
３
週
間
く
ら
い
ま

と
め
て
休
み
を
取
り
ま
す
。
バ
カ
ン
ス

で
は
、
ど
こ
か
へ
行
っ
て
の
ん
び
り
過

ご
す
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
実
家
や

海
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
お
金
は
あ
ま
り

掛
け
ま
せ
ん
。

 

 
バ
カ
ン
ス
を
取
っ
て
も
、
パ
リ
に
残

る
人
も
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
遠
く
へ
出

掛
け
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
﹁
パ
リ
・

ブ
ラ
ー
ジ
ュ
﹂
︵
パ
リ
の
浜
辺
︶
が
、

毎
年
造
ら
れ
ま
す
。

 

 
こ
れ
は
、
パ
リ
市
長
が
考
え
た
粋
な

計
ら
い
に
よ
る
も
の
で
、
セ
ー
ヌ
川
沿

い
や
パ
リ
市
役
所
前
な
ど
数
か
所
に
砂

を
運
ん
で
、
ハ
ン
モ
ッ
ク
や
パ
ラ
ソ
ル
、

プ
ー
ル
、
読
書
が
で
き
る
木
陰
な
ど
が

設
置
さ
れ
、
誰
も
が
無
料
で
使
え
る
公

共
の
場
所
に
な
り
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト

や
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま

す
。
年
齢
や
ス
タ
イ
ル
に
関
係
な
く
、

み
ん
な
サ
マ
ー
ド
レ
ス
を
着
て
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

 

 
ま
た
、
き
れ
い
な
公
園
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
昼
や
夜
に
ピ
ク
ニ
ッ
ク
を

す
る
人
も
い
ま
す
。
芝
生
に
タ
オ
ル
を

敷
い
て
、
昼
寝
や
読
書
、
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
、
︵
海

で
は
な
い
で
す
が
︶
水
着
を
着
て
日
焼

け
を
し
た
り
。
楽
し
み
方
は
い
ろ
い
ろ

で
す
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
日
焼
け
が
良

い
と
考
え
て
い
る
人
が
多
く
い
て
、
日

本
で
見
か
け
る
美
白
化
粧
品
な
ん
て
フ

ラ
ン
ス
で
は
見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

秋
冬
の
パ
リ
は
、
ど
ん
よ
り
と
し
た
天

気
に
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
み
ん
な

太
陽
が
大
好
き
な
よ
う
で
す
。

 

 
い
か
に
お
金
を
掛
け
ず
、
充
実
し
て

過
ご
す
か
が
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
バ
カ
ン

ス
に
対
す
る
考
え
方
の
基
本
で
す
。

 

 
私
も
日
本
の
夏
が
恋
し
い
と
思
う
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
の
ん
び
り
と
フ
ラ

ン
ス
の
夏
を
楽
し
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

      

 
日
田
に
来
て
か

ら
あ
っ
と
い
う
間

に
２
年
が
た
ち
ま

し
た
。
楽
し
い
時

間
は
い
つ
の
間
に

か
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

 
初
め
て
日
田
に
来
た
と
き
の
暑
さ
は
、

今
で
も
記
憶
の
中
に
深
く
刻
み
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
暑
過
ぎ
た
た
め
に
、
毎
日

あ
ま
り
食
欲
が
な
く
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー

ム
ば
か
り
食
べ
て
い
ま
し
た
。
私
は
来

年
の
夏
ま
で
日
田
に
い
る
予
定
で
す
が
、

８
月
か
ら
学
校
教
育
課
で
語
学
指
導
員

と
し
て
働
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
今
回

で
私
の
記
事
は
最
後
と
な
り
ま
す
。

 
私
が
日
田
に
来
た
の
は
、
元
々
自
分

の
意
思
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
カ
ナ
ダ
で

国
際
交
流
員
と
い
う
仕
事
を
申
請
し
た

と
き
に
は
、
た
だ
日
本
で
働
く
と
い
う

こ
と
し
か
分
か
ら
ず
、
日
本
の
ど
こ
の

地
域
に
配
属
さ
れ
る
か
ま
で
は
、
全
く

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

 
で
す
か
ら
、
私
が
日
田
に
来
た
の
は
、

﹁
縁
﹂
と
い
う
言
葉
を
使
う
の
が
と
て

も
ふ
さ
わ
し
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
も

日
田
市
が
国
際
交
流
員
の
採
用
を
始
め

て
い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
こ
の
コ
ラ
ム

を
書
く
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
し
も
私
の
希
望
通
り
に
海
に
近
い
場

所
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
ら
、
私
の
人
生

に
日
田
市
民
、
日
田
文
化
、
日
田
弁
の

体
験
は
で
き
な
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。

 
そ
う
考
え
る
と
、
日
田
に
来
て
出
会

え
た
人
や
経
験
し
た
こ
と
に
﹁
縁
﹂
と

い
う
言
葉
を
使
う
の
が
ぴ
っ
た
り
だ
と

思
い
ま
す
。

 
日
田
に
来
る
の
は
私
の
第
一
希
望
で

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
日
田
と
い

う
地
は
、
私
に
と
っ
て
一
番
良
い
と
こ

ろ
で
し
た
。

 
こ
の
２
年
間
で
、
広
報
の
コ
ラ
ム
や

地
域
訪
問
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
皆
さ

ん
に
異
文
化
の
こ
と
や
外
国
の
こ
と
に

つ
い
て
、
少
し
で
も
興
味
を
持
っ
て
も

ら
え
た
な
ら
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま

す
。
文
化
交
流
を
す
る
こ
と
は
、
た
だ

一
方
的
な
情
報
を
受
け
る
こ
と
で
は
な

く
、
お
互
い
に
知
識
や
歴
史
、
文
化
な

ど
を
分
か
ち
合
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 
私
も
皆
さ
ん
に
外
国
を
紹
介
す
る
よ

り
、
皆
さ
ん
か
ら
教
え
ら
れ
た
こ
と
の

方
が
多
か
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

 
職
場
の
同
僚
、
イ
ベ
ン
ト
や
学
校
、

幼
稚
園
で
出
会
っ
た
子
ど
も
た
ち
や
先

生
、
そ
し
て
数
え
切
れ
な
い
人
た
ち
の

お
か
げ
で
、
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 
こ
の
２
年
間
、
大
変
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
学
校
教
育
課
に
異
動
し
て
も

国
際
交
流
の
た
め
に
頑
張
り
ま
す
！

 

多くの人でにぎわうパリ・ブラージュ

い
き
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心
豊
か
な
共
生
社
会
の

 
 
 
 
実
現
を
目
指
し
て
～
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日
田
市
か
ら
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し

ま
し
ょ
う

日本最古の学校を訪ねて

 
６
月
、
市
内
の
複
数
の
公
衆
ト
イ
レ
で
、

悪
質
な
差
別
落
書
き
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
市
で
は
、
﹁
差
別
は
絶
対

に
許
さ
な
い
！
﹂
と
い
う
意
識
を
日
田
市

全
体
で
高
め
、
差
別
の
な
い
明
る
い
社
会

の
実
現
を
目
指
す
た
め
、
７
月
12
日
に
パ

ト
リ
ア
日
田
で
﹁
差
別
を
な
く
す
日
田
市

民
集
会
﹂
を
開
催
し
ま
し
た
。

 
当
日
は
、
自
治
会
、
企
業
、
各
種
団
体
、

学
校
、
行
政
な
ど
か
ら
１
１
０
０
人
以
上

の
参
加
が
あ
り
、
市
民
一
人
ひ
と
り
の
人

権
問
題
へ
の
関
心
の
深
さ
を
計
り
知
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

 
集
会
で
は
、
自
治
会
・
企
業
・
行
政
か

ら
、
熱
の
こ
も
っ
た
﹁
差
別
を
な
く
す
た

め
の
決
意
表
明
﹂
が
行
わ
れ
た
後
、
﹁
差

別
を
な
く
す
日
田
市
民
集
会
宣
言
文
﹂
が

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
、
終
了
し
ま
し
た
。

 
﹁
差
別
を
な
く
す
日
田
市
民
集
会
宣
言

文
﹂
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
力
で
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
撤
廃
し
、

私
た
ち
の
願
い
で
あ
る
﹁
差
別
の
な
い
明

る
い
日
田
市
﹂
を
築
い
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 ︻
問
い
合
わ
せ
︼
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー

☎
 
８
０
１
７
︵
市
役
所
別
館
１
階
︶

 
 
差
別
を
な
く
す

 
 
 
 
日
田
市
民
集
会
宣
言
文

 
わ
た
く
し
た
ち
す
べ
て
の
市
民
は
、
日

本
国
憲
法
が
保
障
す
る
基
本
的
人
権
を
享

有
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
幸
せ

に
生
き
て
い
く
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
願
い
や
思
い
に
反
し
、
今

な
お
許
す
こ
と
の
で
き
な
い
差
別
が
人
々

を
傷
つ
け
、
苦
し
め
て
い
ま
す
。

 
わ
た
く
し
た
ち
は
、
人
権
教
育
や
人
権

啓
発
を
す
す
め
て
、
同
和
問
題
を
は
じ
め

と
す
る
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
に

努
め
て
き
ま
し
た
が
、
今
な
お
差
別
が
存

在
す
る
こ
と
か
ら
、
今
一
度
、
市
民
一
人

ひ
と
り
の
力
を
結
集
し
、
あ
ら
ゆ
る
差
別

に
立
ち
向
か
い
、
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
、

明
る
く
差
別
の
な
い
日
田
市
を
め
ざ
し
て
、

次
の
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

 
わ
た
く
し
た
ち
は
、
こ
の
日
田
市
か
ら

あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す
た
め
、

一
、
一
人
ひ
と
り
の
基
本
的
人
権
を
永
 

 
 
久
の
権
利
と
し
て
尊
重
し
ま
す
。

一
、
一
人
ひ
と
り
が
、
お
互
い
に
尊
重
 

 
 
し
あ
え
る
地
域
づ
く
り
に
努
め
ま
 

 
 
す
。

一
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
努
め
、
差
別
 

 
 
を
許
さ
な
い
輪
を
広
げ
ま
す
。

 
 
平
成
22
年
７
月
12
日

 
 
 
差
別
を
な
く
す
日
田
市
民
集
会

    足利学校を訪れました。水戸

市を訪問後、水戸市の教育長さ

んに案内してい ただき、足利市

に向かいました。水戸市から足

利市へは関東平野を横切り、車

でおよそ１時間半でした。あい

にく雨まじりの天気でしたが、天気が良ければ、関

東平野からは富士山が見えるそうです。

 足利市は、日田のように山に囲まれた場所でした。

足利市長さんのお名前がびっくりです。大豆生田実

さんですが、「おおまみうだ・みのる」と読みます。

昨年９月に就任された43歳の若い市長さんです。

珍しい名前といえば、水戸市の弘道館を案内しても

らった学芸員の方は小圷（こあくつ）さんでした。

  足利学校は、市の中心部の住宅地の中にありまし

た。16世紀に日本に来た宣教師フランシスコ・ザ

ビエルが、「坂東の学院（アカデミア）あり、日本

国中で最も大にして最も有名なり」とヨーロッパに

紹介したそうです。

  創設者は、平安時代の公卿小野篁や鎌倉時代の関

東管領上杉憲実などの説がありはっきりしていない

ようですが、いずれにしろ日本最古です。堀と土塁

に囲まれ、学校と書かれた扁額がかかる門を入ると、

正面に江戸時代半ばに建てられた瓦葺の「孔子廟」、

右手に茅葺の方丈、庫裡、書院などのある学校の建

物があります。学校のあったエリアには、明治時代

以降、地元の小学校があったそうですが、昭和57年

に学校が移転し、８年ほどの年月をかけ平成２年に

江戸時代中期の姿に復原されました。

  時間があまりなく、方丈と庫裡だけ案内してもら

いましたが、築山庭園を前にした禅宗寺院の方丈形

式で建てられた茅葺、生活の場であった庫裡は立派

なものでした。ちなみに、校長先生は庠主（しょう

しゅ）と呼ばれ、現在は東大名誉教授の方が就いて

います。市民憲章には、「足利市は日本最古の学校

のあるまちです」と謳われ、市民の皆さんは「学校

様」と呼び親しんでいるそうです。

ぶき びょう

へんがく

ど るい

のりざね

おののたかむらくぎょう

うたばんどう

ぶき く り
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ふるさとの  よいとこ再発見ふるさとの  よいとこ再発見ちょっと
ちょっと 45

山
町
中
川
原
に
あ
る
老
松
神
社
の
歴
史
は
古
く
、
延
久
３
年
︵
１
０
７

１
年
︶
に
さ
か
の
ぼ
る
。
本
社
の
縁
起
に
よ
れ
ば
、
﹁
日
田 

郡
司
職
の

大
蔵
永
季
が
、
相
撲
の
節
会
に
召
さ
れ
た
時
、
強
者
出
雲
の
小
冠
者
と
対
戦

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
途
中
で
﹁
太
宰
府
天
満
老
松
の
神
﹂
と
名
の
る
女
性

に
出
会
い
、
小
冠
者
の
弱
点
を
教
え
て
も
ら
っ
た
。
お
か
げ
で
勝
利
を
得
た

永
季
は
、
天
満
宮
を
勧
請
す
る
こ
と
を
心
に
決
め
る
が
志
半
ば
で
逝
去
。
そ

の
後
、
子
の
宗
季
が
、
父
の
遺
言
に
よ
り
保
安
４
年
︵
１
１
２
３
年
︶
に
現

地
に
天
満
神
社
を
勧
請
し
た
﹂
と
あ
る
。

 

 
こ
の
老
松
神
社
で
は
、
毎
年
秋
に
、
く
に
ち
相
撲
と
神
幸
祭
が
行
わ
れ
て

い
る
。
17
日
夜
に
行
わ
れ
る
く
に
ち
相
撲
は
、
大
山
地
区
内
数
か
所
で
行
わ

れ
る
く
に
ち
相
撲
の
中
で
も
、
最
も
盛
大
に
行
わ
れ
る
。
10
月
18
日
の
午

後
、
老
松
神
社
か
ら
年
出
神
社
ま
で
の
約
５
０
０
メ
ー
ト
ル
の
間
で
神
幸
が

あ
り
、
氏
子
や
地
域
住
民
で
賑
わ
い
を
見
せ
る
。
 
 
 
︵
大
山
町
誌
よ
り
︶

大 ﹁
老
松
神
社
﹂
︵
大
山
町
中
川
原
︶

〔作者〕

 （刃連町）

武内 恵子さん

   書を始めたのは小学生のころからですが、高校生のときに今の先

生に出会ってから、書の楽しさや奥深さを感じるようになりました。

  受賞歴はこれで２度目。この作品は、字の流れを大切に心掛けて

書いたものです。

  生活の中で、良いものや美しいものを見ながら上達できればと思

っています。仕事と１歳の娘の育児で、なかなか時間が取れませんが、

これからも楽しみながら続けていきます。

  【作品評】 単体で全体を通し、変化より線質の強さ、余白の美し

      さを勝負した好感の持てる作品。

           （大分県美術協会書道部会長 藤井青霄 先生）

第
５
回
日
田
市
美
術
展
 
書
道
の
部

日
田
市
教
育
長
賞

漢
字
 
 
 
武
内
 
恵
子

自
ら
喜
ぶ
軒
窓
俗
韻
な
さ
を
 
亦
知
る
草
木
真
香
の
有
る
を


